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3月、今年もたくさんの管理栄養士の卵が大学を卒業します。楽しかったこと、悔しかったこと、
仲間との思い出……、さまざまな“宝物”をもってそれぞれの現場に出ていきます。

管理栄養士としてのスタートを切る直前の4年生が、大学生活で学んだこと、将来の夢などを語ります。

2012年、卒業生      集合

私たちは“栄養”の力で
人々の役に立ちます

生活習慣病を抱える家族の食生活を改善したいと思い、入学前
から病院の管理栄養士になると決めていました。臨床栄養学の
授業は、学べば学ぶほど興味深い分野で引き込まれるように勉
強しました。臨地実習先の病院では、理想どおりの病院管理栄
養士の方に出会いました。NSTで活躍していて、積極的に活動
し、いつも笑顔で患者さん一人ひとりを気づかう方でした。私もこ
んな病院管理栄養士になりたい。思いが叶い、卒業後はこの病
院に入職することになりました。尊敬する先輩のもとで働くチャン
スをいただいたことは本当に幸せです。患者さんや地域の方にし
っかりと寄り添い、それぞれの生活や生き方までも見すえた栄養
相談ができる管理栄養士をめざします。1人でも多くの人の
QOLの維持や向上に貢献してたいと思っています。
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